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平成27年12月第７回（定例会）香芝市議会の結果平成27年12月第７回（定例会）香芝市議会の結果
会期：12月４日～12月18日の15日間

　12月定例会では、理事者提出の20議案、議員提出の１議案について慎重に審査を行いました。
《理事者提出議案》

議案番号 議　　　　　案 審議の結果（議長を除く）

報 第 12 号 損害賠償の額の決定の専決処分の報告について 報告受理（出席者14名）

報 第 13 号
香芝市職員の再任用に関する条例及び香芝市職員の退職手当
に関する条例の一部を改正する条例の専決処分の報告につい
て

報告受理（出席者14名）

議 第 51 号 香芝市個人番号の利用に関する条例を制定することについて 原案可決
出席14名
賛成12名
反対 2名

議 第 52 号 香芝市企業立地推進条例を制定することについて 原案可決
出席14名
賛成12名
反対 2名

議 第 53 号 香芝市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関
する条例の一部を改正することについて

原案可決
（全会一致 ･出席者14名）

議 第 54 号 香芝市税条例の一部を改正することについて 原案可決
（全会一致 ･出席者14名）

議 第 55 号 香芝市立幼稚園預かり保育条例の一部を改正することについて 原案可決
（全会一致 ･出席者14名）

議 第 56 号 香芝市立保育所設置条例の一部を改正することについて 原案可決
出席14名
賛成12名
反対 2名

議 第 57 号 香芝市精神障害者医療費助成条例の一部を改正することにつ
いて

原案可決
（全会一致 ･出席者14名）

議 第 58 号 香芝市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正することに
ついて

原案可決
（全会一致 ･出席者14名）

議 第 59 号 平成27年度香芝市一般会計補正予算（第４号）について 原案可決
（全会一致 ･出席者14名）

議 第 60 号 平成27年度香芝市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
について

原案可決
（全会一致 ･出席者14名）

議 第 61 号 平成27年度香芝市介護保険特別会計補正予算（第３号）につい
て

原案可決
（全会一致 ･出席者14名）
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各議員の賛否の状況（全会一致を除く）

　　　議員

議案

福
岡　

憲
宏

上
田
井
良
二

中
井　

政
友

下
村　

佳
史

池
田　

英
子

中
山　

武
彦

奥
山　

隆
俊

森
井　

常
夫

中
村　

良
路

関　
　

義
秀

小
西　

高
吉

細
井　

宏
純

中
川　

廣
美

河
杉　

博
之

議 第 51 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 第 52 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 第 56 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 第 63 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 第 64 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 第 65 号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※北川議長は採決に加わりません。 （賛成……○、反対……×、退席……△、欠席……－）

議案番号 議　　　　　案 審議の結果（議長を除く）

議 第 62 号 平成27年度香芝市下水道事業特別会計補正予算（第１号）につ
いて

原案可決
（全会一致 ･出席者14名）

議 第 63 号 財産の無償譲渡及び無償貸付けについて 原案可決
出席14名
賛成12名
反対 2名

議 第 64 号 指定管理者の指定について 原案可決
出席14名
賛成12名
反対 2名

議 第 65 号 指定管理者の指定について 原案可決
出席14名
賛成12名
反対 2名

議 第 66 号 香芝市道路線の認定について 原案可決
（全会一致 ･出席者14名）

議 第 67 号 香芝市道路線の廃止について 原案可決
（全会一致 ･出席者14名）

議 第 68 号
（追加議案）

調停の申立てについて 原案可決
（全会一致 ･出席者14名）

《議員提案》

決議第２号
（追加議案） 議第68号　調停の申立てについての附帯決議 原案可決

（全会一致 ･出席者14名）
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	 主な議案内容と委員会審査の概要	 （平成 27年 12月議会）

議第51号　	香芝市個人番号の利用に関する条例を制
定することについて

【議案内容】
　本市において、個人番号の独自利用に関すること
や、庁内の連携に必要な事項を定めるため条例を制
定する。
【審査の概要】
（質疑）現在は、窓口業務を民間委託されている課も

あるが、特定個人情報はだれでも扱うことが
できるのか。

（答弁）特定個人情報は、極めて重要な情報となるの
で、所管で職員を特定して扱うことになり、
民間に委託している部分は、特定個人情報は
扱わせないとされている。

（質疑）マイナンバーの情報が漏洩した場合は個人番
号の変更が必要だと思うが、その場合の費用
負担はどうなるのか。

（答弁）個人番号を変更するときの費用は発生しない
が、個人番号カードを作り直す場合には、費
用が必要である。

議第52号　香芝市企業立地推進条例を制定すること
について

【議案内容】
　市内での企業立地に関連する事業計画を、市が認
定した事業所に対して補助金の交付を行い、市内の
産業振興及び雇用機会の拡大を図り、地域経済の好
循環や市民生活の向上のために条例を制定する。
【審査の概要】
（質疑）条例を制定することで、企業に補助金を交付

することになるが、事業計画の審査や認定の
体制は、どのように考えているか。

（答弁）事業計画の認定にあたっては、必要な資料を
提出してもらい、その内容が要件を満たして
いるかを確認することになる。

（質疑）本市は、企業誘致ができるような広い土地が
あまりないと思うが、その点はどのように考
えているのか。

（答弁）企業が用地確保することが前提であり、今後
は県にも問い合わせて必要な情報提供をして
いきたい。 

議第55号　香芝市立幼稚園預かり保育条例の一部を
改正することについて

【議案内容】
　平成28年度から、すべての公立幼稚園で預かり保
育事業を実施するために、条例の一部を改正する。
なお、現在、３歳児保育を実施している幼稚園は、
夏休みと冬休みを含めて週に３日、残りの幼稚園で
は通常保育のある日で、週に３日の実施を予定して
いる。
【審査の概要】
（質疑）関屋幼稚園と鎌田幼稚園で実施している預か

り保育は、曜日が決められているため利用者
が少ないと思うが、今後は実施日を変更する
考えはあるのか。

（答弁）預かり保育は家庭で保育されている方の子育
て支援と考えており、今後は幼稚園の負担も
考慮して検討していきたい。

議第56号　香芝市立保育所設置条例の一部を改正す
ることについて

議第63号　財産の無償譲渡及び無償貸付けについて

【議案内容】
　議第56号は、平成28年度から志都美保育所を民営
化することに伴い、条例から同保育所の位置及び定
員を削除するもので、議第63号は、同保育所の建物
及び物品の無償譲渡、土地の無償貸付けを行うもの
である。
　なお、この２議案は関連性があるため、一括議題
で審査を行った。
【審査の概要】
（質疑）志都美保育所が民営化されたあとも、他の公

立保育所と同じ保育条件で運営していくこと
になるのか。

（答弁）常に公立保育所の情報を提供して、同じ保育
条件で運営してもらうことになる。

（質疑）保護者の中には民営化に反対の方もいると思
うので、公立保育所に入った園児が卒園する
まで民営化を延期することはできないのか。

（答弁）保護者会にも説明した結果、おおむねご理解
をいただいたと考えており、来年度から予定
どおり民営化を実施していきたい。
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●
下
　
村
　
佳
　
史

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

・�

心
の
健
康
支
援
に
つ
い
て

●
奥
　
山
　
隆
　
俊

・�

市
内
産
業
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化

に
つ
い
て

●
河
　
杉
　
博
　
之

・�

平
成
28
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

・�

環
境
政
策
に
つ
い
て

●
池
　
田
　
英
　
子

・�

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

・�

香
芝
市
と
広
陵
町
の
相
互
連
携
の
協

定
に
つ
い
て

●
上
田
井
　
良
　
二

・�

庁
舎
関
連
に
つ
い
て

・�

安
全
対
策
に
つ
い
て

・�

上
水
道
に
つ
い
て

●
中
　
井
　
政
　
友

・�

総
合
戦
略
策
定
に
つ
い
て

・�

介
護
問
題
に
つ
い
て

・�

中
学
校
給
食
に
つ
い
て

●
関
　
　
　
義
　
秀

・�

本
市
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

・�

国
道
１
６
５
号
拡
幅
事
業
に
つ
い
て

・�

土
木
費
予
算
に
つ
い
て

●
福
　
岡
　
憲
　
宏

・�

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

・�

医
療
費
助
成
に
つ
い
て

●
中
　
山
　
武
　
彦

・�

子
ど
も
・
若
者
の
支
援
に
つ
い
て

・�

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・�

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

●
中
　
村
　
良
　
路

・�

香
芝
市
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
に

つ
い
て

・�
平
成
28
年
度
末
で
の
大
量
の
退
職
者

に
つ
い
て

●
小
　
西
　
高
　
吉

・�

青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て

一
般
質
問 

質
問
者
・
項
目

　

12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
12
月

15
日
か
ら
16
日
に
行
わ
れ
、
11
人
の

議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
市
の
見

解
を
た
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
掲
載
は
質
問
順
）

※ 

質
問
者
の
項
目
の
な
か
で
、
掲
載
し
て

い
な
い
部
分
や
詳
細
は
、
香
芝
市
議
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

香芝市事業者許認可等に関する調査特別委員会
第７回：１０月２６日　　第８回：１１月２６日

委員長　福岡 憲宏　　副委員長　細井 宏純
委　員　中川 廣美・中村 良路・奥山 隆俊・下村 佳史・中井 政友・上田井 良二

　第７回、第８回の調査特別委員会では、理事者から提出された資料について説明を受けたのち、内容に
関する審査を行った。また、デマンド運行業務に関しても審査が行われました。
【第７回の質疑・答弁】
（質疑）香芝市合理化事業計画は、なぜ、平成２６年９月に作り直しをしているのか。
（答弁）収集センターの臨時職員の減数を達成するため、収集業務を民間に移行する方法の一つとして、同

事業計画を変更したものである。
（質疑）今後において同事業計画を策定した場合には、その内容を公表することになるのか。
（答弁）今後は、同計画を策定した段階で議会に公表したい。

【第８回の質疑・答弁】
（質疑）合理化特措法は、どのような趣旨に基づいて補償を行っているのか。
（答弁）下水道の整備等に伴って、し尿の収集量が減少していくために、その減少した分を補償するという

趣旨である。
（質疑）現在は、香芝市合理化事業計画では２業者を補償しているが、今後、業者が増えた場合には、新し

い業者も補償することになるのか。
（答弁）今後、新しい業者が増えたとしても、現状では補償を行わない。
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関
　
義
秀 

議
員

▼
本
市
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
市
内
の
空
き
家
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
把
握
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
市
に
対
し
て
の
相
談
は
何
件
あ
っ
た

の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
近
隣
住
民
や
自
治

会
か
ら
の
相
談
や
申
し
出
に
よ
っ
て
確
認

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
11
月
末
時

点
で
32
件
の
相
談
が
あ
り
、
そ
の
内
４
件

を
処
置
し
た
。

（
問
）
空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
て
、
適

切
な
管
理
を
促
す
通
知
文
の
送
付
先
は
、

ど
の
よ
う
に
確
認
し
て
い
る
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
法
改
正
に
よ
り
、

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
固
定
資
産
税

の
情
報
を
も
と
に
、
所
有
者
を
特
定
し
て

い
る
。

（
問
）
本
市
の
空
き
家
対
策
に
お
け
る
問

題
点
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
所
有
者
に
対
し
て

通
知
を
行
っ
て
も
、
適
切
な
管
理
が
さ
れ

ず
に
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
必
要
に
応
じ
て
条
例
等
の
制
定
も
検

討
し
た
い
。

▼
国
道
１
６
５
号
拡
幅
事
業
に
つ
い
て

（
問
）
国
道
１
６
５
号
線
及
び
中
和
幹
線

に
つ
い
て
、
香
芝
柏
原
改
良
事
業
の
進
捗

状
況
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
府
県
境
の
延
長
２
・

８
キ
ロ
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
大

阪
方
面
行
き
の
右
側
部
分
は
、
ほ
ぼ
用
地

測
量
が
完
了
し
、
一
部
用
地
買
収
も
行
っ

て
い
る
。
ま
た
左
側
部
分
は
、
用
地
測
量

が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
問
）
用
地
国
債
制
度
を
活
用
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
本
市
は
事
業
費
を
持
ち
出

す
必
要
は
な
い
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
用
地
国
債
制
度
に

係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
市
が
持
ち
出
す

必
要
は
な
い
。

▼
土
木
費
予
算
に
つ
い
て

（
問
）
市
民
の
方
か
ら
様
々
な
要
望
が
あ

る
案
件
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で

対
応
が
遅
れ
て
い
る
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
国
や
県
が
管
理
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
管
理
者

の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
場
合
や
、
修
繕
に

お
い
て
は
、
経
過
や
観
察
が
必
要
な
場
合

が
あ
る
た
め
。

（
問
）
市
内
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
な
方
針
な
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
従
来
か
ら
地
元
の

要
望
に
よ
り
、
道
路
拡
幅
な
ど
の
環
境
整

備
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
今
後
の
土
木
費
予
算
の
見
通
し
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕
安
心
・
安
全
と
い
う
部
分
に
つ

い
て
、
優
先
的
に
経
費
を
か
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

福
岡
憲
宏 

議
員

▼
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

（
問
）
本
市
の
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
、
そ
の
見
直
し
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
き
た
の
か
。

〔
地
域
振
興
局
長
〕
見
直
し
て
い
な
い
が
、

計
画
の
進
捗
状
況
調
査
等
は
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
市
職
員
の
性
別
役
割
分
担
意
識
の

変
革
や
、
女
性
職
員
の
能
力
開
発
、
ま
た

意
識
啓
発
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

〔
地
域
振
興
局
長
〕
女
性
の
管
理
職
へ
の

登
用
も
進
み
、
男
女
平
等
に
そ
れ
ぞ
れ
の

能
力
に
応
じ
た
仕
事
が
で
き
て
い
る
。

（
問
）
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
策
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

〔
地
域
振
興
局
長
〕
職
員
が
認
識
す
べ
き

事
項
に
つ
い
て
、
指
針
等
の
周
知
や
管
理

職
の
研
修
等
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
予
防
教
育
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
一
部
の
中
学
校
で
は
あ
る

が
、
２
年
生
を
対
象
に
専
門
家
を
招
い
て
、

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
予
防
の
た
め
の
出
前
授
業
を

実
施
し
て
い
る
。

（
問
）
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
個
性
や
違

い
を
認
め
合
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

子
ど
も
た
ち
に
そ
の
点
は
ど
の
よ
う
に
教

育
し
て
い
く
の
か
。

〔
教
育
長
〕
子
ど
も
の
心
を
育
て
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
が
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
と
い

う
教
育
を
進
め
て
い
き
た
い
。

▼
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

（
問
）
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、

本
市
が
行
っ
て
い
る
自
動
償
還
払
い
は
、

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
な
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
医
療
機
関
で
、
２
割

ま
た
は
３
割
の
自
己
負
担
分
を
払
っ
て
い

た
だ
き
、
後
日
、
一
部
負
担
金
を
差
し
引

い
た
金
額
を
口
座
に
振
り
込
ん
で
い
る
。

（
問
）
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場

合
は
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
医
療
機
関
で
自
己
負

担
分
を
払
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
市

役
所
の
窓
口
で
償
還
払
い
の
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

（
問
）
現
物
給
付
を
し
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
患
者
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
、
医
療
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
国
民
健
康
保
険

の
国
庫
負
担
金
等
が
減
額
と
な
る
。

（
問
）
現
物
給
付
に
あ
た
り
、
市
長
会
は
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
県
に
対
し
て
は
、
県

か
ら
国
へ
減
額
措
置
の
廃
止
を
強
く
要
望

さ
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
国
に
対
し
て
は
、

国
庫
負
担
金
減
額
措
置
の
廃
止
を
求
め
た

要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。
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状
況
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
府
県
境
の
延
長
２
・

８
キ
ロ
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
大

阪
方
面
行
き
の
右
側
部
分
は
、
ほ
ぼ
用
地

測
量
が
完
了
し
、
一
部
用
地
買
収
も
行
っ

て
い
る
。
ま
た
左
側
部
分
は
、
用
地
測
量

が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
問
）
用
地
国
債
制
度
を
活
用
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
本
市
は
事
業
費
を
持
ち
出

す
必
要
は
な
い
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
用
地
国
債
制
度
に

係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
市
が
持
ち
出
す

必
要
は
な
い
。

▼
土
木
費
予
算
に
つ
い
て

（
問
）
市
民
の
方
か
ら
様
々
な
要
望
が
あ

る
案
件
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で

対
応
が
遅
れ
て
い
る
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
国
や
県
が
管
理
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
管
理
者

の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
場
合
や
、
修
繕
に

お
い
て
は
、
経
過
や
観
察
が
必
要
な
場
合

が
あ
る
た
め
。

（
問
）
市
内
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
な
方
針
な
の
か
。

〔
都
市
創
造
部
次
長
〕
従
来
か
ら
地
元
の

要
望
に
よ
り
、
道
路
拡
幅
な
ど
の
環
境
整

備
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
今
後
の
土
木
費
予
算
の
見
通
し
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕
安
心
・
安
全
と
い
う
部
分
に
つ

い
て
、
優
先
的
に
経
費
を
か
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

中
山
武
彦 

議
員

▼
子
ど
も
・
若
者
の
支
援
に
つ
い
て

（
問
）
ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
の
貧
困
割
合
が
高
い
と
思
う
が
、
児

童
扶
養
手
当
は
増
額
で
き
な
い
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
国
の
制
度
に
基
づ

い
て
支
給
し
て
い
る
た
め
、
今
後
も
国
の

動
向
を
見
守
り
た
い
。

（
問
）
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
自
立
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
は
、
ど
の
よ
う
な
内

容
の
事
業
な
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
児
童
扶
養
手
当
の

受
給
者
を
対
象
に
、
各
ケ
ー
ス
に
応
じ
て

就
職
ま
で
の
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
問
）
生
活
困
窮
者
の
学
習
支
援
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
ひ
と
り
親
家
庭
の

学
習
支
援
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

「
心
と
学
び
」
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

（
問
）
最
近
は
、
子
ど
も
の
不
登
校
が
増

え
て
い
る
と
思
う
が
、
本
市
で
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
毎
年
、
不
登
校
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
原
因

や
内
容
を
精
査
し
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
も
含
め
て
対
応
し
て
い
る
。

（
問
）
教
員
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
専
門

家
を
交
え
て
子
ど
も
を
支
援
す
る
た
め
の

チ
ー
ム
学
校
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
長
〕
教
員
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
地

域
の
方
と
協
力
し
て
、
子
ど
も
の
健
全
育

成
の
た
め
に
、
チ
ー
ム
学
校
と
し
て
対
応

し
て
い
き
た
い
。

▼
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

（
問
）
各
自
治
会
で
、
保
健
補
導
員
を
配

置
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
市
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
と
連
携
し

て
、
各
地
域
の
健
康
増
進
計
画
を
考
え
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
問
）
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
作
ら
れ
て
い
る
の
か
。

〔
健
康
局
長
〕
特
定
健
診
や
レ
セ
プ
ト
情

報
を
集
め
て
、
市
全
体
の
健
康
課
題
を
見

つ
け
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

（
問
）
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
活
用
し
て
、

地
域
的
な
健
康
状
況
の
分
析
を
行
う
こ
と

は
可
能
か
。

〔
健
康
局
長
〕
今
後
、
実
施
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
国
保
だ
け
で
、
市
内
全
体
の
保
険

事
業
を
行
う
の
は
難
し
い
と
思
う
が
、
各

健
康
保
険
組
合
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

〔
健
康
局
長
〕
現
在
の
と
こ
ろ
、
各
健
康

保
険
組
合
と
の
連
携
は
行
っ
て
い
な
い
。

（
問
）
現
在
の
通
級
指
導
教
室
の
指
導
員

の
人
数
に
つ
い
て
は
、
適
切
に
配
置
さ
れ

て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
指
導
形
態
や
教
育
環
境
を

工
夫
し
て
お
り
、
指
導
員
の
人
数
は
適
切

だ
と
判
断
し
て
い
る
。

（
問
）
今
後
の
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
長
〕
地
域
に
根
差
し
た
教
育
を
進

め
る
と
と
も
に
、
住
民
の
方
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
特
別
支
援
教
育
を
進
め
て
い
き

た
い
。

▼
平
成
28
年
度
末
で
の
大
量
の
退
職
者
に

つ
い
て

（
問
）
平
成
28
年
度
末
に
は
、
ど
れ
だ
け

の
職
員
が
退
職
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

〔
企
画
部
長
〕
30
名
が
退
職
す
る
こ
と
に

な
る
。

（
問
）
職
員
が
大
量
退
職
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
に

つ
い
て
は
可
能
な
の
か
。

〔
企
画
部
長
〕
現
在
も
新
規
卒
業
者
や
経

験
者
を
採
用
し
て
お
り
、
経
験
者
は
過
去

の
ス
キ
ル
を
考
慮
し
て
適
性
に
配
置
を

行
っ
て
い
る
。

（
問
）
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
を
超
え
た
職

員
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
の
た
め
、
市
民
目
線
で
の
人
員
配
置
や

能
力
向
上
の
た
め
に
評
価
制
度
の
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

中
村
良
路 

議
員

▼
香
芝
市
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
に
つ

い
て

（
問
）
小
・
中
学
校
で
特
別
支
援
学
級
に

在
籍
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
数
は
、
ど
の

よ
う
に
推
移
し
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
平
成
20
年
度
と
現
在
の
在

籍
児
童
・
生
徒
数
を
比
較
す
る
と
、
約
２

倍
に
増
加
し
て
い
る
。

（
問
）
在
籍
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
が
増

加
し
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
原
因
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕自
閉
症
や
情
緒
障
害
を
持
っ

た
児
童
・
生
徒
が
増
加
し
た
こ
と
が
、
原

因
と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
下
田
小
学
校
の
通
級
指
導
教
室
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
言
語
障
害
の
あ
る
児
童
を

対
象
と
し
た
「
こ
と
ば
の
教
室
」
や
、
発

達
障
害
の
あ
る
児
童
を
対
象
と
し
た
「
ス

テ
ッ
プ
教
室
」
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
各
教
室
に
は
何
名
の
児
童
が
在
籍

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
何
名
で
指
導
に

あ
た
っ
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕「
こ
と
ば
の
教
室
」
は
32
名
、

「
ス
テ
ッ
プ
教
室
」
は
44
名
が
在
籍
し
て

お
り
、
１
名
ず
つ
指
導
員
を
配
置
し
て
い

る
。

育
し
て
い
く
の
か
。

〔
教
育
長
〕
子
ど
も
の
心
を
育
て
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
が
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
と
い

う
教
育
を
進
め
て
い
き
た
い
。

▼
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

（
問
）
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、

本
市
が
行
っ
て
い
る
自
動
償
還
払
い
は
、

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
な
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
医
療
機
関
で
、
２
割

ま
た
は
３
割
の
自
己
負
担
分
を
払
っ
て
い

た
だ
き
、
後
日
、
一
部
負
担
金
を
差
し
引

い
た
金
額
を
口
座
に
振
り
込
ん
で
い
る
。

（
問
）
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場

合
は
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
医
療
機
関
で
自
己
負

担
分
を
払
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
市

役
所
の
窓
口
で
償
還
払
い
の
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

（
問
）
現
物
給
付
を
し
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
患
者
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
、
医
療
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
国
民
健
康
保
険

の
国
庫
負
担
金
等
が
減
額
と
な
る
。

（
問
）
現
物
給
付
に
あ
た
り
、
市
長
会
は
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
県
に
対
し
て
は
、
県

か
ら
国
へ
減
額
措
置
の
廃
止
を
強
く
要
望

さ
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
国
に
対
し
て
は
、

国
庫
負
担
金
減
額
措
置
の
廃
止
を
求
め
た

要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。
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下
村
佳
史 

議
員

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

（
問
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
配

達
状
況
は
、
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
次
長
〕
12
月
８
日
時
点
で
、

不
在
等
に
よ
り
市
役
所
に
返
戻
さ
れ
た
件

数
は
１
，
９
２
７
件
で
あ
る
。

（
問
）
市
役
所
に
返
戻
さ
れ
た
分
に
つい
て
は
、

ど
の
よ
う
に
取
り
扱
って
い
る
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
次
長
〕
は
が
き
で
来
庁
い

た
だ
け
る
よ
う
周
知
を
行
い
、
12
月
に
休

日
開
庁
を
し
、
さ
ら
に
、
宛
所
不
明
の
分

に
つ
い
て
は
、
現
地
調
査
も
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（
問
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
対
す
る
問

い
合
わ
せ
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
な

の
か
。

〔
市
民
環
境
部
次
長
〕
通
知
カ
ー
ド
の
配

達
後
は
、
１
週
間
で
２
１
８
件
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
12
月
か
ら
は
、

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
対
応
を
行
っ

て
い
る
。

（
問
）
最
終
的
に
通
知
カ
ー
ド
が
手
元
に

届
か
な
か
っ
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
次
長
〕
国
か
ら
は
、
３
月

ま
で
保
管
し
、
そ
れ
以
降
は
破
棄
す
る
よ

う
に
通
知
が
来
て
い
る
が
、
で
き
る
限
り

手
元
に
届
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

▼
心
の
健
康
支
援
に
つ
い
て

（
問
）
本
市
で
は
、
心
の
健
康
相
談
室
を

開
設
し
て
２
年
半
が
経
過
し
た
が
、
現
在

は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
現
在
も
臨
床
心
理
士

に
よ
り
、
日
常
生
活
の
心
の
悩
み
や
不
安

な
ど
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
心
理

療
法
、
心
理
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

（
問
）
開
設
後
の
利
用
状
況
、
ま
た
、
相

談
者
の
内
訳
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
相
談
件
数
は
、
25
年

度
が
８
４
８
件
、
26
年
度
が
１
，
１
３
６

件
、
27
年
度
は
11
月
末
で
６
６
９
件
で
あ

り
、
30
代
か
ら
40
代
の
女
性
に
よ
る
相
談

件
数
が
多
い
。

（
問
）
臨
床
心
理
事
業
に
お
け
る
、
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
休
日
や
夜
間
に
利
用

で
き
る
よ
う
な
相
談
体
制
の
充
実
や
、
相

談
者
の
抵
抗
を
軽
減
で
き
る
よ
う
な
本
事

業
の
充
実
を
考
え
て
い
き
た
い
。

（
問
）
ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
の
方
に
対

し
て
、
社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援
に
つ
い

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く

の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
当
面
は
、
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
設
置
に
向
け
て
、
福
祉
部
門
と
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
西
高
吉 

議
員

▼
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て

（
問
）
本
市
の
理
想
と
す
る
教
育
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
人
格
の
形
成
を
目
指
し
て

お
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な
子
ど
も
を
育

て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

（
問
）
本
市
の
学
校
教
育
の
指
導
方
針
は
、

各
教
職
員
の
方
に
周
知
で
き
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
各
学
校
に
は
周
知
し
て
お

り
、
教
職
員
も
そ
の
指
導
方
針
に
基
づ
き

子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

（
問
）
各
学
校
に
お
い
て
、
教
職
員
間
の

意
思
疎
通
は
と
れ
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
毎
月
の
職
員
会
議
、
始
業

時
や
終
礼
時
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
こ
と

で
情
報
の
共
有
を
は
か
っ
て
い
る
。

（
問
）
特
別
支
援
学
級
に
は
入
っ
て
い
な

い
が
、
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
に
対
し
て

は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
個
々
の
障
が
い
に
配
慮
し

な
が
ら
学
習
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
年
度
途
中
で
あ
っ
て
も
、
特
別
支

援
学
級
に
入
る
こ
と
は
可
能
か
。

〔
教
育
部
長
〕
特
別
支
援
学
級
に
入
級
す

る
た
め
に
は
、
県
の
教
育
委
員
会
と
の
協

議
が
必
要
と
な
り
、
現
状
は
学
校
の
支
援

ス
タ
ッ
フ
が
支
援
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

（
問
）
市
内
の
体
育
施
設
の
予
約
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
要
望
が
あ
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
17
時
以
降
の
申
請
が
で

き
な
い
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
で
の

受
付
を
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
。

（
問
）
今
後
、
体
育
施
設
の
予
約
方
法
に

つ
い
て
、
何
ら
か
の
改
善
は
考
え
て
い
な

い
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
電
話
で
の
予
約
受
付
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い

て
、
今
後
の
改
修
計
画
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
現
在
、
学
校
施
設
の
大

規
模
改
修
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

こ
の
改
修
時
に
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
行
い

た
い
。

（
問
）
大
規
模
改
修
と
同
時
に
ト
イ
レ
工

事
を
行
う
の
で
は
な
く
、
ト
イ
レ
単
独
で

の
工
事
は
で
き
な
い
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
基
本
的
に
、
大
規
模
改

修
と
同
時
に
進
め
て
い
き
た
い
が
、
で
き

る
と
こ
ろ
は
単
独
で
工
事
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

（
問
）
市
立
の
学
校
・
幼
稚
園
は
校
区
が

決
ま
っ
て
い
る
た
め
自
分
で
は
選
べ
な
い

が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
長
〕
指
導
要
領
や
重
点
項
目
等
を

考
慮
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
学
校
で
同
じ

目
標
に
向
っ
て
教
育
を
し
て
い
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
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う
に
通
知
が
来
て
い
る
が
、
で
き
る
限
り

手
元
に
届
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

▼
心
の
健
康
支
援
に
つ
い
て

（
問
）
本
市
で
は
、
心
の
健
康
相
談
室
を

開
設
し
て
２
年
半
が
経
過
し
た
が
、
現
在

は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
現
在
も
臨
床
心
理
士

に
よ
り
、
日
常
生
活
の
心
の
悩
み
や
不
安

な
ど
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
心
理

療
法
、
心
理
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

（
問
）
開
設
後
の
利
用
状
況
、
ま
た
、
相

談
者
の
内
訳
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
相
談
件
数
は
、
25
年

度
が
８
４
８
件
、
26
年
度
が
１
，
１
３
６

件
、
27
年
度
は
11
月
末
で
６
６
９
件
で
あ

り
、
30
代
か
ら
40
代
の
女
性
に
よ
る
相
談

件
数
が
多
い
。

（
問
）
臨
床
心
理
事
業
に
お
け
る
、
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
長
〕
休
日
や
夜
間
に
利
用

で
き
る
よ
う
な
相
談
体
制
の
充
実
や
、
相

談
者
の
抵
抗
を
軽
減
で
き
る
よ
う
な
本
事

業
の
充
実
を
考
え
て
い
き
た
い
。

（
問
）
ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
の
方
に
対

し
て
、
社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援
に
つ
い

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く

の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
当
面
は
、
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
設
置
に
向
け
て
、
福
祉
部
門
と
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

河
杉
博
之 

議
員

▼
平
成
28
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

（
問
）
市
長
の
２
期
目
に
向
け
て
、
来
年

度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕
骨
格
予
算
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
市
民
生
活
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
着
眼
点
を
置
い
て
予
算
編
成
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

（
問
）
子
育
て
を
充
実
す
る
た
め
に
、
待

機
児
童
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
今
後
は
、
小
規
模

保
育
や
認
可
外
保
育
等
の
利
用
を
含
め
て

待
機
児
童
の
解
消
に
取
り
組
み
た
い
。

〔
教
育
部
長
〕
幼
稚
園
と
保
育
所
を
併
せ

た
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
含
め
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

（
問
）
企
業
立
地
推
進
条
例
は
、
地
域
の

活
性
化
と
い
う
目
的
が
あ
る
が
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
施
設
を
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
地
域
振
興
局
長
〕
市
民
生
活
に
直
結
す

る
よ
う
な
施
設
と
し
て
、
病
院
や
商
業
施

設
な
ど
を
対
象
に
し
て
い
る
。

（
問
）
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

に
対
し
て
、
今
後
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る

た
め
の
拠
点
を
提
供
し
て
い
く
考
え
は
な

い
の
か
。

〔
地
域
振
興
局
長
〕
現
時
点
で
は
、
ま
ち

づ
く
り
提
案
活
動
支
援
事
業
補
助
金
制
度

の
周
知
を
図
り
、
市
民
活
動
団
体
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

▼
環
境
政
策
に
つ
い
て

（
問
）
現
在
、
市
で
は
13
種
類
の
ご
み
の

分
別
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
ご
み
の

分
別
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
長
〕
現
在
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
方
式
で
は
、
集
積
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上

こ
れ
以
上
の
分
別
は
難
し
い
。

（
問
）
現
在
は
ふ
れ
あ
い
収
集
も
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
増
え
る
と
思
わ
れ
る
高
齢

者
家
庭
に
対
す
る
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
長
〕
今
後
は
、
戸
別
収
集

も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
パ
ッ
カ
ー
車
が
入
れ
る
場
所
と
入

れ
な
い
場
所
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
の
対

応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
長
〕
現
在
は
収
集
の
職
員

が
対
応
し
て
い
る
が
、
個
々
の
事
情
に
つ

い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

（
問
）
小
型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
、
今
年
度
当
初
か
ら
具
現
化
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
現
在
ど
の
よ
う
な

状
況
な
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
長
〕
県
の
広
域
的
な
取
り

組
み
に
も
参
加
し
、
ま
た
、
公
共
施
設
に

も
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
た
い
。

奥
山
隆
俊 

議
員

▼
市
内
産
業
の
振
興
と
地
域
の
活
性
化
に

つ
い
て

（
問
）
本
市
は
住
宅
都
市
と
し
て
発
展
し

て
き
た
が
、
商
工
業
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
県
内
の
各
市
と

比
較
し
て
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

〔
地
域
振
興
局
長
〕
平
成
22
年
の
国
勢
調

査
で
は
、
市
外
就
業
率
が
71
・
27
％
、
県

外
就
業
率
が
54
・
29
％
で
あ
り
、
ま
た
、

工
業
の
状
況
を
あ
ら
わ
す
製
造
品
出
荷
額

も
低
く
、
い
ず
れ
も
県
内
12
市
の
中
で
11

位
で
あ
る
。

（
問
）
今
後
に
お
け
る
商
工
業
の
あ
り
方

や
、
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
地
域
振
興
局
長
〕
住
宅
都
市
か
ら
産
業

都
市
へ
転
換
を
図
る
の
で
は
な
く
、
住
宅

都
市
の
良
さ
を
活
か
し
な
が
ら
、
産
業
振

興
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

（
問
）
産
学
連
携
事
業
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

〔
地
域
振
興
局
長
〕
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学

と
、
市
内
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
、
靴
下

製
造
業
者
等
が
連
携
し
て
、
新
商
品
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
問
）
今
回
上
程
さ
れ
て
い
る
、
企
業
立

地
推
進
条
例
は
、
ど
の
よ
う
な
制
度
な
の

か
。

〔
地
域
振
興
局
長
〕
市
内
で
新
た
に
立
地

す
る
企
業
や
、
市
内
で
増
設
、
移
設
、
建

て
替
え
を
推
進
す
る
企
業
を
補
助
す
る
制

度
で
あ
る
。

（
問
）
こ
の
条
例
の
対
象
業
種
と
し
て
は
、

奈
良
県
企
業
立
地
基
本
計
画
に
定
め
る
業

種
な
ど
で
あ
る
が
、
本
市
で
独
自
に
加
え

た
業
種
は
あ
る
の
か
。

〔
地
域
振
興
局
長
〕
商
業
施
設
や
ホ
テ
ル
、

学
校
や
病
院
を
対
象
と
し
て
い
る
。

（
問
）
ホ
テ
ル
な
ど
に
つ
い
て
、
将
来
的

な
展
望
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

〔
地
域
振
興
局
長
〕
本
市
は
大
阪
都
市
圏

に
も
近
く
、
奈
良
県
内
の
観
光
地
と
の
ア

ク
セ
ス
も
よ
い
た
め
、
ホ
テ
ル
立
地
の
可

能
性
が
あ
る
と
期
待
し
て
い
る
。

（
問
）
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
生
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
商
工
会
と
の
連
携
や

体
制
づ
く
り
は
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

〔
地
域
振
興
局
長
〕
現
在
は
、
商
工
会
の

青
年
部
が
中
心
と
な
り
、
香
芝
ブ
ラ
ン
ド

推
進
委
員
会
を
設
置
し
て
お
り
、
市
の
職

員
も
含
め
協
議
を
進
め
て
い
る
。

（
問
）
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
、
市

長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
長
〕
一
定
の
土
壌
づ
く
り
は
で
き
た

も
の
と
考
え
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
、

企
業
の
方
々
へ
香
芝
の
魅
力
を
発
信
し
続

け
て
い
き
た
い
。

（
問
）
市
内
の
体
育
施
設
の
予
約
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
要
望
が
あ
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
17
時
以
降
の
申
請
が
で

き
な
い
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
で
の

受
付
を
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
。

（
問
）
今
後
、
体
育
施
設
の
予
約
方
法
に

つ
い
て
、
何
ら
か
の
改
善
は
考
え
て
い
な

い
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
電
話
で
の
予
約
受
付
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い

て
、
今
後
の
改
修
計
画
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
現
在
、
学
校
施
設
の
大

規
模
改
修
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

こ
の
改
修
時
に
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
行
い

た
い
。

（
問
）
大
規
模
改
修
と
同
時
に
ト
イ
レ
工

事
を
行
う
の
で
は
な
く
、
ト
イ
レ
単
独
で

の
工
事
は
で
き
な
い
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
基
本
的
に
、
大
規
模
改

修
と
同
時
に
進
め
て
い
き
た
い
が
、
で
き

る
と
こ
ろ
は
単
独
で
工
事
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

（
問
）
市
立
の
学
校
・
幼
稚
園
は
校
区
が

決
ま
っ
て
い
る
た
め
自
分
で
は
選
べ
な
い

が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
長
〕
指
導
要
領
や
重
点
項
目
等
を

考
慮
し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
学
校
で
同
じ

目
標
に
向
っ
て
教
育
を
し
て
い
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
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と
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
児
童

手
当
受
給
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

（
問
）
子
ど
も
の
学
習
支
援
に
つい
て
は
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
世
帯
の
経
済
的
支

援
を
行
い
、
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
ひ
と

り
親
世
帯
を
対
象
に
、
毎
週
土
曜
日
に
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
子
ど
も
の
参
加
人
数
は
、
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
か
。
ま
た
、
今
後
拡
充
し

て
い
く
予
定
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
昨
年
度
は
39
回
開

催
し
、
延
べ
２
０
９
名
の
参
加
者
が
あ
っ

た
。
今
後
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
限
ら
ず
、

子
ど
も
の
学
習
支
援
を
実
施
で
き
る
よ
う

現
在
調
整
を
進
め
て
い
る
。

（
問
）
住
宅
支
援
に
つ
い
て
、
空
き
家
等

を
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
現
時
点
で
空
き
家

等
の
支
援
策
は
な
い
が
、
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
に
基
づ
い
た
住
宅
支
援
を
行
う

制
度
な
ど
が
あ
る
。

▼
香
芝
市
と
広
陵
町
の
相
互
連
携
の
協
定

に
つ
い
て

（
問
）
今
回
、
協
定
を
締
結
し
た
目
的
は

何
か
。

〔
企
画
部
長
〕
効
率
の
よ
い
行
政
運
営
を

実
施
し
て
い
く
た
め
で
あ
る
。

（
問
）
相
互
連
携
の
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
企
画
部
長
〕
今
後
、
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
は
協
議
を
し
て
い
く
。

池
田
英
子 

議
員

▼
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つい
て
、
市
と

し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
子
ど
も
の
将
来
が
、

家
庭
の
事
情
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

社
会
を
め
ざ
し
、
総
合
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

（
問
）
学
校
教
育
の
学
力
保
障
に
つ
い
て
、

少
人
数
学
級
習
熟
度
別
指
導
や
、
放
課
後

の
補
習
強
化
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
長
〕
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
編
成
で

は
な
く
、
出
席
番
号
に
よ
る
少
人
数
指
導

を
実
施
し
て
お
り
、
放
課
後
の
補
習
に
つ

い
て
は
、
下
校
時
の
安
全
面
を
考
え
る
と

難
し
い
状
況
で
あ
る
。

（
問
）
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
等
に
よ
る
子

ど
も
の
欠
食
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
個
々
の
家
庭
の
状

況
を
見
極
め
て
、
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

（
問
）
市
と
し
て
、
保
護
者
の
自
立
支
援

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
具
体
的
に
は
、
ひ

と
り
親
家
庭
へ
の
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

上
田
井
良
二
　
議
員

▼
庁
舎
関
連
に
つ
い
て

（
問
）
現
在
の
庁
舎
耐
震
工
事
の
進
捗
状

況
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

〔
総
務
部
次
長
〕
11
月
末
現
在
の
進
捗
率

は
87
・
７
％
で
あ
り
、
来
年
２
月
末
に
竣

工
の
見
込
み
で
あ
る
。

（
問
）
庁
舎
南
側
駐
車
場
の
改
修
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
総
務
部
次
長
〕
舗
装
の
剥
が
れ
等
は
認

識
し
て
い
る
が
、
耐
震
工
事
の
負
担
が
大

き
い
た
め
、
今
後
計
画
的
に
行
い
た
い
。

（
問
）
駐
車
場
の
簡
易
な
補
修
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
総
務
部
次
長
〕
傷
み
の
激
し
い
所
は
、

随
時
補
修
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
問
）
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
な
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

〔
総
務
部
次
長
〕
庁
舎
の
１
階
窓
口
に
、

統
一
し
た
看
板
を
設
置
し
、
特
に
市
民
課

に
お
い
て
は
、
福
祉
関
係
の
簡
易
受
付
を

設
け
る
予
定
で
あ
る
。

（
問
）
庁
舎
の
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
電
話
の
導
入
に

つい
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
総
務
部
次
長
〕
平
成
28
年
度
よ
り
、
庁

舎
内
の
各
課
で
直
通
電
話
が
可
能
と
な
る

よ
う
検
討
し
て
い
る
。

▼
安
全
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
以
前
か
ら
要
望
し
て
い
た
、
下
田

東
５
丁
目
北
交
差
点
の
視
覚
障
害
者
用
信

号
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
長
〕
今
年
度
中
に
設
置
で

き
る
予
定
で
あ
る
。

（
問
）
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
場
合
の

自
治
会
へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
長
〕
現
在
、
補
助
要
綱
と

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
中
で
あ
る
。

▼
上
水
道
に
つ
い
て

（
問
）
埋
設
水
道
管
の
耐
用
年
数
に
つ
い

て
は
、
何
年
ぐ
ら
い
な
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
水
道
管
の
法
定
耐
用

年
数
は
40
年
で
あ
る
。

（
問
）
老
朽
管
の
入
れ
替
え
を
順
次
進
め

て
い
く
に
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
実
施

し
て
い
く
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
や

ビ
ニ
ー
ル
管
な
ど
、
法
定
耐
用
年
数
を
経

過
し
た
箇
所
か
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
予
納
金
制
度
は
、
ど
の
よ
う
な
内

容
な
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
水
道
料
金
の
基
本
料

金
６
ケ
月
分
を
預
か
り
、
毎
月
の
水
道
料

金
に
充
当
す
る
制
度
で
あ
る
。

（
問
）
予
納
金
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
下
水
道
使
用
料
と
の

整
合
性
も
勘
案
し
、
協
議
し
て
い
き
た
い
。
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と
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
児
童

手
当
受
給
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

（
問
）
子
ど
も
の
学
習
支
援
に
つい
て
は
、
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
世
帯
の
経
済
的
支

援
を
行
い
、
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
ひ
と

り
親
世
帯
を
対
象
に
、
毎
週
土
曜
日
に
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
子
ど
も
の
参
加
人
数
は
、
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
か
。
ま
た
、
今
後
拡
充
し

て
い
く
予
定
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
昨
年
度
は
39
回
開

催
し
、
延
べ
２
０
９
名
の
参
加
者
が
あ
っ

た
。
今
後
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
限
ら
ず
、

子
ど
も
の
学
習
支
援
を
実
施
で
き
る
よ
う

現
在
調
整
を
進
め
て
い
る
。

（
問
）
住
宅
支
援
に
つ
い
て
、
空
き
家
等

を
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

〔
福
祉
健
康
部
次
長
〕
現
時
点
で
空
き
家

等
の
支
援
策
は
な
い
が
、
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
に
基
づ
い
た
住
宅
支
援
を
行
う

制
度
な
ど
が
あ
る
。

▼
香
芝
市
と
広
陵
町
の
相
互
連
携
の
協
定

に
つ
い
て

（
問
）
今
回
、
協
定
を
締
結
し
た
目
的
は

何
か
。

〔
企
画
部
長
〕
効
率
の
よ
い
行
政
運
営
を

実
施
し
て
い
く
た
め
で
あ
る
。

（
問
）
相
互
連
携
の
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
企
画
部
長
〕
今
後
、
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
は
協
議
を
し
て
い
く
。

中
井
政
友 

議
員

▼
総
合
戦
略
策
定
に
つ
い
て

（
問
）
総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

現
在
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

〔
企
画
部
長
〕
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
合
計
特
殊
出
生

率
を
２
・
１
に
達
成
し
、
ま
た
、
人
口
規

模
を
、
２
０
６
０
年
に
８
万
５
千
人
程
度

を
維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
介
護
問
題
に
つ
い
て

（
問
）
８
月
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
負
担
が
増
額
に
な
っ
た
が
、
対
象
者
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

の
か
。

〔
健
康
局
長
〕
該
当
す
る
方
に
は
案
内
を

し
て
お
り
、
広
報
で
も
周
知
を
行
っ
て
い

る
。

（
問
）
第
６
期
介
護
計
画
の
新
総
合
事
業

で
あ
る
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
ど
の
よ
う

に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

〔
健
康
局
長
〕
生
活
援
助
と
し
て
、
簡
易

な
生
活
面
に
お
け
る
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
委

託
を
考
え
て
い
る
。

（
問
）
本
市
で
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
基
本
的
な
考
え
方
や
体
制
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
健
康
局
長
〕
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
、

地
域
医
療
介
護
連
携
な
ど
の
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

▼
中
学
校
給
食
に
つ
い
て

（
問
）
給
食
の
実
施
に
向
け
た
各
中
学
校

の
取
り
組
み
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況

な
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
新
た
に
配
膳
室
を
建
設

し
、
中
学
校
給
食
準
備
会
議
を
開
催
し
て
、

時
間
割
り
等
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
食
材
の
地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
広
陵
町
と
も
調
整
を
行

い
、
今
ま
で
ど
お
り
本
市
の
地
場
産
品
も

多
く
使
用
し
た
い
。

（
問
）
食
材
購
入
に
つ
い
て
、
現
在
、
本
市

は
学
校
長
と
選
定
委
員
会
が
、
ま
た
、
広

陵
町
は
教
育
委
員
会
が
決
め
て
い
る
が
、

今
後
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
広
陵
町
・
香
芝
市
共
同

中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
協
議
会
に
お
い
て

決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
問
）
農
産
物
な
ど
の
使
用
基
準
に
つ
い

て
は
、ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕
安
全
性
の
観
点
か
ら
、

農
薬
の
使
用
確
認
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
ど
の
よ
う
な

特
徴
が
あ
る
の
か
。

〔
教
育
部
次
長
〕ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ

ン
オ
ー
ブ
ン
等
を
備
え
て
お
り
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
豊
か
な
献
立
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

▼
安
全
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
以
前
か
ら
要
望
し
て
い
た
、
下
田

東
５
丁
目
北
交
差
点
の
視
覚
障
害
者
用
信

号
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
ど
の
よ

う
な
状
況
な
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
長
〕
今
年
度
中
に
設
置
で

き
る
予
定
で
あ
る
。

（
問
）
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
場
合
の

自
治
会
へ
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
市
民
環
境
部
長
〕
現
在
、
補
助
要
綱
と

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
中
で
あ
る
。

▼
上
水
道
に
つ
い
て

（
問
）
埋
設
水
道
管
の
耐
用
年
数
に
つ
い

て
は
、
何
年
ぐ
ら
い
な
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
水
道
管
の
法
定
耐
用

年
数
は
40
年
で
あ
る
。

（
問
）
老
朽
管
の
入
れ
替
え
を
順
次
進
め

て
い
く
に
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
実
施

し
て
い
く
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
や

ビ
ニ
ー
ル
管
な
ど
、
法
定
耐
用
年
数
を
経

過
し
た
箇
所
か
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
予
納
金
制
度
は
、
ど
の
よ
う
な
内

容
な
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
水
道
料
金
の
基
本
料

金
６
ケ
月
分
を
預
か
り
、
毎
月
の
水
道
料

金
に
充
当
す
る
制
度
で
あ
る
。

（
問
）
予
納
金
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

〔
上
下
水
道
部
長
〕
下
水
道
使
用
料
と
の

整
合
性
も
勘
案
し
、
協
議
し
て
い
き
た
い
。

本会議の録画映像の配信をしています
　香芝市議会本会議の映像をインターネット上で配信しています。傍聴に来られない方や興味のあ
る方など、ぜひご覧になってください。スマートフォン、タブレット端末でもご覧いただけます。

会議録検索サイトＵＲＬ：http://www.gijiroku.net/city.kashiba/
録画配信サイトＵＲＬ ：http://kashibashigikai.media-streaming.jp/

香芝市議会ホームページ
香芝市議会ホームページでは、議会の開催予定や議案の一覧、結果を随時掲載しています。また、会議録や
本会議の録画中継も配信していますので、ぜひご覧になってください。

①香芝市ホームページの「香芝市議会」をクリックする

➡

 会議録を検索する場合 録画中継を視聴する場合

 ➡ ➡

 ②「会議録の検索」をクリック ②「録画中継」をクリック

 ➡ ➡

 ③定例会、臨時会、委員会を選択。会議の ③視聴したい会議を選択。一般質問は
 開催年月日、会議の種別、発言者を指定し 議員名、または会派名からも検索でき
 て検索することもできます。 ます。
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香芝市議会ホームページ http://www.city.kashiba.lg.jp/shigikai/

平成２８年３月定例会会期（予定）

香芝市議会情報のご案内

平
成
27
年

●
11
月

 

24
日 

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議
会

 

26
日 

第
８
回
香
芝
市
事
業
者
許
認
可
等
に

 
 

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

 

●
12
月

 

4
日 

本
会
議

 

7
日 

総
務
企
画
委
員
会

 

8
日 

福
祉
教
育
委
員
会

 

10
日 

建
設
水
道
委
員
会

 

15
日
～
16
日　

一
般
質
問

 

18
日 

本
会
議

 

25
日 

葛
城
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　

平
成
28
年

●
１
月

 

20
日 

 

第
９
回
香
芝
市
事
業
者
許
認
可
等
に 

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

●
２
月

 
3
日 

埼
玉
県
鴻
巣
市
視
察
の
た
め
来
庁

 
4
日 
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

 

10
日 
全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協
議
会

 
 

理
事
会
・
総
会

 

15
日 

奈
良
県
市
議
会
議
長
会

 

17
日 

全
国
市
議
会
議
員
共
済
会
代
議
員
会

 

19
日 

議
会
運
営
委
員
会　
　

 

22
日 

葛
城
地
区
清
掃
事
務
組
合
議
会

 
 

葛
城
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　本会議（一般質問など）や常任委員会（総務企画委員会、福祉教育委員
会、建設水道委員会）、議会運営委員会、特別委員会などの会議録の検
索、議案の議決結果、議員紹介、議会改革のあゆみ、傍聴の手続き、
本会議の録画配信など香芝市議会の情報を幅広くご覧いただけます。

　

昨
年
の
世
相
を
あ
ら
わ
す
漢
字
は
「
安
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
新
し
い
年
を
迎
え
、
市
議

会
に
お
き
ま
し
て
も
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
な
お
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
桃
の
節
句
も
近
づ
い
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

東
大
寺
二
月
堂
で
は
、お
水
取
り
が
始
ま
り
、

そ
れ
が
終
わ
る
頃
に
は
、
待
ち
遠
し
い
春
が
訪

れ
ま
す
。
も
う
し
ば
ら
く
寒
い
日
が
続
き
ま
す

が
、
市
民
の
皆
様
は
、
体
調
管
理
に
十
分
気
を

つ
け
て
下
さ
い
。

　

３
月
に
は
、
第
１
回
の
定
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
平
成
28
年
度
の
予
算
を
審
査
す
る
予
算

特
別
委
員
会
や
、
常
任
委
員
会
で
議
案
の
審
査

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
場
の
審
議
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
録
画
配
信
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
議
場
に
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
て
、
貴
重
な
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
合
せ
〕�

ＴＥＬ
７
７-

８
２
２
１

議
会
事
務
局
内

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

   

委
員
長　

中
川
廣
美

副
委
員
長　

中
村
良
路

　
　
　

委　
　

員　

河
杉
博
之

〃　

 　
細
井
宏
純

　

 

〃　
　

 

奥
山
隆
俊

〃　
　

 

池
田
英
子

月 日（曜日） 会　議　名�

3

３日㈭ 本 会 議
７日㈪ 総務企画委員会
８日㈫ 福祉教育委員会
９日㈬ 建設水道委員会
11日㈮ 予算特別委員会

14日㈪～15日㈫ 予算特別委員会
22日㈫～23日㈬ 一 般 質 問

25日㈮ 本 会 議
※正式な会期・日程案は、議会運営委員会で決定されます。

　傍聴を希望される方は、市役所5階
議会事務局で、傍聴人受付簿に住所、
氏名及び年齢を記入していただくと、
傍聴することができます。
◆定員／議場　４４人
◆�本会議の状況は、庁舎１階ロビーの
モニターでもご覧いただけます。
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